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こと、しか
も政治哲学的
0 0 0 0 0
にではなく脱構築的
















ることで、“ 脱構築と民主主義 ” の関係、さらには脱構築のもつ「政
治性」について考えてみたい。








学者エルネスト・ラクラウ（Ernest Laclau, 1935- ）と倫理学者サイ
























のも、筆者は、この問いの背後に、デリダの “ 言語のポリティックス ”
を読み取ることができると考えるからである。筆者としては、デリダ
が講演の場で言語を用いる際に、“ 言語行為のポリティックス ” を発
動させていることを明らかにしたい。










































































































呼び、自分にとってもっとも重要な信念や欲望 (beliefs and desires)
の偶然性に直面する類いの人びとを「アイロニスト (ironist)」と呼ん
でいる 9。
　 以 上 の こ と か ら ロ ー テ ィ に よ れ ば、「 リ ベ ラ ル・ ア イ ロ ニ









































public) と私的なもの (the private) とのあいだの重要な区別は本当に































































0 0 0 0
展開しているからである。つまり、その意味で、
デリダはローティのいうように、「公共／私の区別」を脱構築し
0 0 0 0
、プ
ラグマティックな言語がつねにすでに、政治性を帯びてしまう
0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
ことに
注意を喚起している。そこには “ 言語のポリティックス ” とも呼ぶべ
き、デリダの脱構築の政治性が読みとれるのである。そこで次節では、
デリダがシンポジウムで語る際の、プラグマティックな言語使用の政











発話〔言語遂行的発話 performative utterance〕” という「言語行為























































































































たしかに一見すると、他の 4 人の哲学者が “ 英語 = イギリス語 ” で
話してきた中をデリダひとりが “ フランス語 ” で話し始めたことは異
色に思えるが、実際のシンポジウムに集まった聴衆を考えるならば、
圧倒的に “ フランス語 ” が優勢な状況であったはずだ。したがってデ
リダは、4 人の哲学者とともに議論していたことは事実だろうが、そ











語の問題を語っていたことである。1989 年 10 月 1 日から 2 日に、ニ
ューヨークのカードーゾー・ロー・スクールにおいて、ドゥルシラ・
コーネルが企画した討論会「脱構築と正義の可能性（Deconstruction 
and the Possibility of Justice）」のオープニングで読み上げた「正義
への権利について／法（＝権利）から正義へ（Du droit à la justice）」
の冒頭でも、デリダは「私には義務がある、つまり私はあなたが
たに英語で私を送り届けねばならない（C’est ici un devoir, je dois 
m’dresser à vous en anglais. This is an obligation, I must address 
















このコロックで語っていたように、自らが “ フランス語 ” を語ること
に苦痛にも似た感情を持っていたとすれば、私たちはデリダが「フラ
ンスの言語（the French language）」という言葉を使うことで、いわ
















け引き ” の場へと変化させたともいえる 25。しかし、私たちは、まだ
デリダの言語使用の “ 政治性 ” と「民主主義」との関係を十分に明ら
かにしきれていない。











































政治性を意識化させた。もちろん，“ フランス語 ” ですら、かつての

























ひとつの “ ポリティックス ” なのである 31。ここで多少大げさに取り
上げたのも、シンポジウムで何語を話すのかということ自体がすでに













が “ 政治的 ” な契機をもっており、それゆえ “ 言語のポリティックス ”
がパフォーマティヴ（performative）に展開されているのである。
3.「来たるべきもの」としての「民主主義」
─文学という “ 政治 ” ─
　デリダは、ローティが批判するような「より文学的であるように見


















応無しに “ 政治 ” と密接な関わりをもってしまう。例えば、デリダは
文学について次のように述べている。
「文学は最近創られた (invention) 公共的制度 (public institution)
であり、比較的歴史も短く、法の進化に結びついたあらゆる種



































































つの参加があるという意味なのである。未来がある (il y a de l’











デモ騒動が発生し、継続しつつある一方で、2011 年 10 月 20 日には、
リビアで最高指導者であったカダフィ大佐が殺害された。目を日本に




































































































































































































ないはずだと主張している。(Chantal Mouffe (ed.), ibid., p.64.（C.ムフ編、青
木隆嘉訳、同書、pp.124-125））。




11  Chantal Mouffe (ed.), op.cit.,p.16（C.ムフ編、青木隆嘉訳、前掲書、p.30）。




















































しているといってよい（Derrida/ Caputo (ed.), Deconstruction in a Nutshell, 
pp.114-115. （デリダ／カプート、同書、pp.171-172）参照。
20  Derrida/Caputo, ibid., p.109. (デリダ／カプート、同書、p.163)








23  J. Derrida, “Force of Law: The “Mystical Foundation of Authority”
, in: Drucilla Cornell, Michel Rosenfeld, and David Gray Carlson (eds.), 












































29 Derrida/ Caputo (ed.), ibid., p.43.（同書、p.62）


























33  Derrida / Caputo (ed.),Ibid., p.79. （同書、p.151）。
34  Chantal Mouffe (ed.), op.cit.,p.80.（C.ムフ編、青木隆嘉訳、前掲書、pp.152-
153）。







38  Chantal Mouffe (ed.), op.cit.,p.83.（C.ムフ編、青木隆嘉訳、前掲書、p.159）。


















The transition of Mado Michio’s works



































１．台湾時代　1９34 年（25 歳）～ 1９42 年（33 歳）
　『コドモノクニ』の投稿が白秋に認められ、童謡を創作し始めてか
ら応召までの期間で、同人誌『昆虫列車』などに載せたものである。












２．出版社勤務時代　1９4８ 年（3９ 歳 ) ～ 1９5９ 年（5０ 歳 )
　1946 年に復員してしばらくは、生活に追われメモ的な短詩以外は
創作できない状況であったが、1948 年に婦人画報、翌年国民図書刊
行会に就職し、1959 年の退社まで 10 年間編集の仕事をする。『全詩集』























４．詩中心時代　1９6９ 年（5９ 歳）～ 1９８6（77 歳 )
　1968 年に初めての詩集『てんぷらぴりぴり』3 を出版した。それか
ら童謡をほとんど創作しなくなった時期までの期間である。作品数は





５．詩時代　1９８7 年（7８ 歳 ) ～




































































































































　そのような子ども像をもって童謡を創る場合の心がけが c. と d. で
ある。また付随的なことであるが、実際的には避けられない創作上の
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、または一歩前を歩く





























































































































 あめが　てんから おさるの　こどもが みてても　やまない
 ふりました みてました あめでした
 ぶどう　みたいに うその　ぶどうだ のみでも　たべよう
 ふりました みてました たべました
 トップ　テップ トップ　テップ トップ　テップ
 タップ　トップ タップ　トップ タップ　トップ
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『てんぷらぴりぴり』まど・みちお　大日本図書　1968 年 6 月
『ぞうさん』まど・みちお　国土社　1975 年 11 月
「まどさん八十二歳の夏」阪田寛夫（『季刊どうよう』31 号特集「童謡の源――まど・
みちおの世界」1992 年 10 月）
『まど・みちお　研究と資料』　谷悦子　和泉書院　1995.5
『詩人　まど・みちお』佐藤通雅　北冬社　1998 年 10 月
『まど・みちお全詩集』伊藤英治編　理論社  2002 年新訂版
『婦人画報』　アシェット婦人画報社　2011 年 5 月
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